例の 思惑から して、 虎松に 対して は 非常に 厳重な 尋問 

態度 を 改めなかった。 さて こそ 虎松 は、 捜索 上の 不運 

なげ しんらつ 

を慨 くよりも 前に 帯刀の 辛辣なる 言葉 を 耳に する の を 

厭が つていた のであった。 —— 

「虎松。 I— 」 

と 帯刀 は 言葉 を 改めて 呼んだ。 

「へえ、 II 」 

「半 之丞が 失踪いた して、 今日で 何ケ 年に 相 成る かの」 

「へえ。 —— 丁度 満五 年で ござります な」 

ぶぜん 

「もう 五 年と 相 成る か」 と 帯刀 は 憮然と して その 五ケ 

としつき 

年の 年月 を ふりかえって いるよう であった が、 やがて 



おもむろに 虎松の 方に 面 を 向け直し 「こり や 虎松。 五 

年と 申せば 永い 年月 じ や。 これほど 探しても 分らぬ も 

の を、 これから また 十 年 十五 年と 探す は 無駄な こと 

じ や。 今日 限り かねて 其方に 申しつ けて あった 半之丞 

捜索の 儀 は 免除して とらせる」 

「はは ッ。 それで は 捜索 打 切 …… 」 

「そうじゃ。 われわれ は 充分 出来る かぎりの 捜索 を 

行った のじ や。 誰に 聞かれても、 われわれに 手 落 はな 

いわ」 

ごちつ とち 

「 御尤 もなる 仰せ …… 」 

はら たぬきじじい 

といった が、 虎松 は肚の 中で、 (チェ— ッ この 狸 爺 



め …… ) と呶 鳴って いた。 

「これにて そち も 身が 軽くな つたこと じ やろう。 この 

上 は 御用 専心に 致せ。 —— おお、 そうじゃ。 聞けば こ 

の 程より 怪しき 辻 斬が しきりと 出没して 被害 多し との 

ぉぉぜ ヽ 

こと。 町方 与力 同心な ど 多勢 居りて、 いかが 致し 居る 

のじ や」 

「遺憾ながら、 私め に はま だ 相 分り ませぬ」 

「うん。 これから はもう 身軽い そちの 身体 じ や。 早く 

おもむ 

赴いて、 早く 引 捕えい。 —— 」 

早く 赴いて、 早く 引 捕えい …… か —— と 虎松 は 帯刀 

の 邸 を 出る 途端に、 その 言葉が 舌の 上に 乗って きた。 



は 切つ たげ に.》 ，- ざり まする」 

「ほほう、 十四、 五 人 も ナ？」 

「さようで。 —— しかも 切られた のが、 手先の 中で も 

ひと うでき 

一 つばし 腕利きの 者ば かり …… 」 

うな 

「ふう ー ん」 と 虎松 は 呻った。 

「今 どこまで 追つ てるんだ」 

「連 雀 町から 逃げ だして、 どうやら 湯 島の 方へ 入つ 

た 様子で ござります」 

「ほう、 湯 島と いや あ、 これ ァ また 後戻り だ わ。 …… 

さあ、 一 緒に ついて 来い、 三 太！」 

「合点で ござんす | 



不服の 残る は 当然の こと。 さて 此処に、 絶対に 不服の 

残らず、 その上 ことの 外面 白い 思いつき がござる。 I 

I」 

と、 一 座をズ ー ッと身 廻 わす。 一 同 は ワイ ワイと ど 

よめいた。 (早く それ を 云え) と 催促が 懸る。 

「では 申そう」 と 憎々 しいまでに 勿体 をつ けて 「 

どなた 

実は、 各々 方 は 誰 方も此 拠に 足 をと めて 行かぬ ことと 

ござ 

なさる ので 厶る。 そして この 興味 ある 討伐 を、 われ 等 

の 英雄に して、 今夜 随一 の 果報者た る 花婿 権四郎 めに 

譲る ので 厶る。 いかがで 厶る ナ？」 

「名案 じ や」 「名案、 名案！」 と、 たちまち 一せ いに 拍 



「ま、 待てえ —— 。 殺人鬼！」 

抜き放った 大刀 を、 サッと 横に 払った が、 怪人 はす 

かさず 飛び 下って、 白刃 だけが 空しく 虚空 を 流れる I 



し ま 

「失敗った。 —— 逃げるな！」 

と、 なお も 勢い こんで 切り込んで ゆく。 

すると、 その 死闘の 場より、 ものの 半 町 ほど も距た 

らぬ 軒端に、 搦 みあった 別の 二つの 人影が あった。 

「もし、 半之丞 さまで は 御座り ませぬ か。 —— ああ、 

こざ 

もし、 半之丞 さま。 虎松で 厶 いますよ」 

と、 死闘の 場 を 窺 いながら、 半ば 失心の 体の 男の 袖 



こに は 何時 押しよ せた か、 十 人 あまりの 人だかり …… _ 

「あまりに も 美事な 太刀 傷 じ や。 人間業で はない の 

う」 

「やはり 天狗の 仕業 じ や。 それに 刃 向った は 権 四郎の 

不運！」 

「そうじゃ、 権 四郎の 不運 じ や。 吾々 の 知った ことで 

はない わ」 

ことの 済んだ 後で、 云い 訳 をして いるの は、 酔 も 何 

も 醒め はてた 権 四郎の 同輩た ちだった。 前額から 切り 

つけられて、 後頭部 ま で 真直な 太 刀痕が 通って いると 

いう 物凄い 切られ 様 をした 権 四郎の 死骸の 上に、 同輩 
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やがて 二 刻ち かくたって、 半之丞 とくろ がね 天狗の 

現れた の は、 江戸の 東 を 流る る大 川に 架けられた 両国 

たもと 

橋の 抉だった。 十日 あまりの 月が、 西 空から 墜 ちん 

こうじん 

ばかりだった。 あたり は 湖の 底の ように 静かで、 行人 

の 気配 もない。 

「ちえ ッ。 今夜 も あぶれる か」 

半 之 丞は舌 打 をした。 



と 危く身 を 避け、 慌てて 強引に 大刀 を 横に 払った が、 

惜し や 空 を 切リ、 その 弾みで 身体の 中心 を 失った。 

し ま 

「し、 失敗った ご と 叫んだ 途端に、 横腹に 灼けつ くよ 

うな 疼痛 を 覚えた。 

あ 

「呀 ッ。 I 」 

「思い知つ たか、 夫の 敵！」 

女人 は ヒステリックな 声で 叫んだ。 一命 を 投げ だし 

たお 妙の 必死の 刃 は、 もともと 手練の 欠けた 半 之丞を 

美事に 刺し貫いた のだった。 

(うぬ。 …… お 妙だった か …… ) 半 之丞は 地面に 匍い 

まわりながら、 憎い 恋 女の 刃 を 避ける のに 懸命だった。 



ばっしょう 

町の 隅々 から 山 また 山 を 跋渉した 結果、 高 尾 山中に 

半 之丞の 隠れ家 を 探し あてた けれど、 肝心の 半 之丞も 

機械 人間 も 遂に 見つける ことができなかった。 恐らく 

かの 二人 (？) は、 人間の 到底 足 を 踏み こめない よう 

な 奥深い 山中 か、 或は 深い 湖水の 底 かに、 誰に も 知ら 

れず 朽ち果てて いるので あろうと 思った。 半 之 丞の真 

白い 骸骨と、 真 赤に 銷 ついた 機械 人間が 相 重なって 風 

雨に 曝されて いる 情景 を、 虎松 は 其の後 幾度と なく 夢 

の 中に 見た のであった。 
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